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～景気減速で財政緊縮の修正を求める声も、政府の固辞でＢＯＥに追加緩和圧力～ 
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・ ９月の英国の消費者物価は前年比＋3.1％と前月と同じ上昇率。９ヶ月連続でＢＯＥの政策目標（２％

±１％）の上限を上回ったものの、４月の同＋3.7％をピークに上昇率は縮小基調にある。コア物価は

同＋2.7％と前月（同＋2.8％）から僅かに上昇率が縮小。ＶＡＴ税率の時限緩和措置の終了によって

年初に水準を切り上げた後、過去３ヶ月は一進一退の推移。来年１月からＶＡＴ税率がさらに引き上

げられるため、インフレ率は2011年を通じて高止まり。だが、間接税を除く総合指数は同＋1.6％と安

定圏で推移。ヘッドラインの上振れが示唆するほど、物価の安定基調は崩れていない。 

・ 景気減速を示唆する材料が相次ぐなか、20日に「歳出レビュー」を控え、政府の財政緊縮路線の修正

を求める声が高まっている。労働組合は歳出削減を断行すれば集団ストで応じる構えがあると政府を

牽制。７日には連合王国を構成するスコットランド、ウェールズ、北アイルランドの首相等が共同書

簡を発表し、厳しすぎる財政緊縮が景気の腰折れを招きかねないと警笛を発した。政府は計画通りに

財政再建に着手する方針のため、資産購入枠の拡充など金融政策に下支えを求める声が高まる可能性。 
■英国の消費者物価（前年比） ■英国のコア消費者物価の要因分解（前年比）

注：コア物価は食料・タバコ・アルコール・エネルギー除く
出所：英連邦統計局 出所：英連邦統計局
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■英国の消費者物価（％）

2009 2010 2010
4Q 1Q 2Q 3Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

消費者物価 （前期比） 0.7 0.7 1.3 0.3 0.4 0.5 0.6 0.2 0.2 -0.3 0.5 0.0
（前年比） 2.1 3.3 3.4 3.1 3.0 3.4 3.7 3.4 3.2 3.1 3.1 3.1

コア消費者物価 （前年比） 2.2 3.0 3.0 2.7 2.9 3.0 3.1 2.9 3.1 2.6 2.8 2.7
食料品 （前年比） 1.7 1.8 2.2 4.2 1.3 2.1 2.9 1.8 1.9 3.4 4.1 5.1
アルコール （前年比） 4.6 3.0 3.4 2.6 1.2 2.8 4.6 2.2 3.3 2.8 1.8 3.1
タバコ （前年比） 4.1 7.0 8.1 7.2 7.0 6.5 9.1 7.8 7.4 7.3 7.2 7.2
エネルギー （前年比） 0.5 7.3 8.2 4.7 5.6 8.5 9.6 9.1 5.8 5.6 4.3 4.3

住宅用燃料 （前年比） -6.6 -5.3 -2.5 -2.2 -6.8 -3.9 -2.9 -2.0 -2.5 -1.9 -2.4 -2.3
自動車燃料 （前年比） 8.9 24.0 21.1 11.6 22.2 24.6 25.2 22.7 15.9 14.3 12.0 8.6

注：消費者物価の前期比は季節調整前。コア消費者物価は食料・アルコール・タバコ・エネルギーを除く。
出所：英連邦統計局  


